
＜特別講演・シンポジウム・討論＞ 

１．講演会・研究会等 

 

納谷 幸男：夜間多尿による夜間頻尿治療について 

市原市 若手医師の会 2020.8.6 

 

 

納谷 幸男：腎細胞癌治療におけるカボザンチニブの位置づけ 

Renal Cell Carcinoma Expert Webinar in Oct 2020.10.5 

 

 

納谷 幸男：転移性淡明細胞型腎細胞癌 1st line治療を考える 

RCC Immuno-Oncology Live Seminar 2020.10.7 

 

 

小島 聡子：転移性前立腺癌における骨転移治療の課題と展望 

千葉県前立腺癌WEBセミナー～ニュベオク錠発売記念講演会～ 2020.10.14 

 

小島 聡子：新規ホルモン療法薬を使いこなす 

Clinical Urology Conference in 南房総 2020.12.2 

 

 

＜一般発表＞ 

 

大塚 耕太郎、三神 功亮、芳生 旭辰、巣山 貴仁、荒木 千裕、増田 広、小島 聡

子、納谷 幸男：経尿道的前立腺切除術（TUR-P）施行前における尿流動体検査の有用性

に関する検討 

第 15回南房総泌尿器疾患研究会 2020.1.10 

 

 

三神 功亮、大塚 耕太郎, 芳生 旭辰, 巣山 貴仁, 荒木 千裕, 増田 広、小島 聡子, 納谷 幸

男：膀胱癌に対して膀胱全摘した患者の De Ritis Ratio比（AST/ALT）に対する予後との

関連性 

第 42回千葉泌尿器科同門会学術集会 第 1419回千葉医学会例会 2020.1.25 

 

 

大塚 耕太郎、小島 聡子、三神 功亮、芳生 旭辰、巣山 貴仁、荒木 千裕、増田 広、

納谷 幸男：尿閉を契機に発見された StageD前立腺癌に関する検討 

第 42回千葉泌尿器科同門会学術集会 第 1419回千葉医学会例会 2020.1.25 

 

 



坂本 信一、納谷 幸男、梨井 準菱、田口 和己、今村 有佑、武井 亮憲、藤村 正

亮、茂田 安弘、正井 基之、安井 孝周、赤倉 功一郎、市川 智彦：次世代シーケン

スを用いた日本人シスチン尿症患者新規遺伝子型分類構築の試み 

第 85回日本泌尿器科学会東部総会 2020.9.25～10.16 

増田 広、三神 功亮、大塚 耕太郎、芳生 旭辰、巣山 貴仁、荒木 千裕、小島 聡

子、納谷 幸男：血液透析施行中の転移性腎癌に対するニボルマブ・イピリムマブ併用療

法の使用経験 

第 65回日本透析医学会学術集会・総会 2020.11.2～11.24 

 

 

奥主 朋子、太田 節雄、納谷 幸男：B 前駆細胞性急性リンパ性白血病(BCP-ALL)治療

終了 11年後に発症した若年性膀胱癌の 1例 

第 62回日本小児血液・がん学会学術集会 2020.11.20～12.18 

 

 

小島 聡子、三神 功亮、大塚 耕太郎、芳生 旭辰、巣山 貴仁、荒木 千裕、増田 広、

納谷 幸男：Low-volume の転移性前立腺癌に対する原発巣への放射線照射の有用性につ

いて 

第 108回日本泌尿器科学会総会 2020.12.22～12.24 

 

 

大塚 耕太郎、三神 功亮、芳生 旭辰、巣山 貴仁、荒木 千裕、増田 広、小島 聡

子、納谷 幸男：当施設における、経尿道的前立腺切除術（TUR-P）施行前の尿流動態検

査の有用性に関する検討 

第 108回日本泌尿器科学会総会 2020.12.22～12.24 

 

 

芳生 旭辰、三神 功亮、大塚 耕太郎、巣山 貴仁、荒木 千裕、増田 広、小島 聡

子、納谷 幸男：TUL 症例において、結石介在部の ureteral wall volume は嵌頓結石を

予測する因子となり得る 

第 108回日本泌尿器科学会総会 2020.12.22～12.24 

 

 

増田 広、三神 功亮、大塚 耕太郎、芳生 旭辰、巣山 貴仁、荒木 千裕、小島 聡

子、納谷 幸男：高リスク前立腺癌に対する放射線治療後のアンドロゲン除去療法中断後

の腎機能の推移について 

第 108回日本泌尿器科学会総会 2020.12.22～12.24 

 

 

巣山 貴仁、三神 功亮、大塚 耕太郎、芳生 旭辰、荒木 千裕、増田 広、小島 聡

子、納谷 幸男：当院における進行性腎細胞癌に対する抗 PD-1 抗体治療の検討 



第 108回日本泌尿器科学会総会 2020.12.22～12.24 

 

 

 

荒木 千裕、三神 功亮、大塚 耕太郎、芳生 旭辰、巣山 貴仁、増田 広、小島 聡

子、納谷 幸男：当院における進行尿路上皮癌に対するキイトルーダ導入状況についての

検討 

第 108回日本泌尿器科学会総会 2020.12.22～12.24 

 


